
 
 
 
 
                    報道発表資料の配付日時 2 月 28 日（水）１５時００分   

 発 表 項 目 
 （ 行 事 名 ） 

令和６年度地域政策推進事業（振興局独自事業）について 

 記者レクチャー 
 の お 知 ら せ 

 
 

  発 表 者  

  発表場所  

 
 概 要 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
「地域政策推進事業」は、地域と連携・協働のもと、地域の活性化や

課題解決に向けて、企画・立案から事業展開、検証まで地域に根ざした
政策を一貫して推進する振興局の独自事業であり、根室振興局では、
令和６年度に次のとおり事業の実施を予定しておりますのでお知らせ
します。 
 
１ 令和６年度 主な事業 

・人と草を育む持続可能型ねむろ酪農推進事業 
・海の見える化水中ドローン普及推進事業 
・地域の人たちをつなぐ「はぐくむ根室」事業 
・ゼロカーボンねむろ推進事業 
・次世代北方領土対策推進事業 

 
 ※詳細及びその他の事業は別紙のとおり 

 
 
２ 令和６年度 実施事業数・予算額 
 
 
 
 
 
 
 
  ※令和５年度のゼロカーボン２事業を令和６年度は１事業に統合 
 
３ 添付資料  

令和６年度根室振興局地域政策推進事業（振興局独自事業）一覧 
 

 

年度 令和６年度 令和５年度 

事業数 10 事業 11 事業 

予算額 17,019 千円 16,880 千円 

 参 考   

 

報 道 ( 取 材 ) 
に 当 た っ て 
の お 願 い 

 

 他 の ク ラ ブ 
 と の 関 係 

 同 時 配 付 
 同 時 レ ク 

 

 

担 当 
 （ 連 絡 先 ） 

 
根室振興局地域創生部地域政策課長 髙田 大輔  

TEL 0153-22-2809 

 

２／２８（水）の発表      
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令和６年度 根室振興局独自事業（10事業、事業費17,019千円）
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○ R2～6 人と草を育む持続可能型ねむろ酪農事業（2,117千円）
【就農フェア, ドローンを活用した雑草対策、 牛乳・乳製品消費拡大 等】
○ R3～7 根室管内新たな陸上養殖実証事業（5,365千円）
【サクラマス陸上養殖、ウニ養殖餌料検討・実証】
○ R5～7 根室管内水産物鮮度保持向上・普及事業（1,032千円）
【鮮度の測定、販促活動】
○ R5～7 海の見える化水中ドローン推進事業（574千円）
【普及推推進会議、ドローン体験講習会】

○ R6～7 ゼロカーボンねむろ推進事業（1,474千円）
【 農林水ゼロカーボン取組、小中高生向け学習 等】
○ R6～8 根室地域産エゾシカ肉｢根室ディア｣消費促進事業（768千円）
【 新人ハンター有効活用講座、料理教室】

○ R6～8 次世代北方領土対策推進事業（1,449千円）
【高校生Ｎサミット、Ｂタスク、 北方領土隣接地域到達証明書発行 等】

○ R6～8 「知床ねむろ」食と観光ＰＲ事業（3,241千円）
【 知床ねむろフェアin東京、インフルエンサーによる情報発信 等】
○ R5～7 地域の人たちをつなぐ「はぐくむ根室」事業（723千円）
【超ワカモノ会議、多文化共生相談会、 魅力体験バスツアー 等】
○ R3～7 根室地域医療従事者確保事業（276千円）
【看護師専門校合同説明会、専用ＨＰの更新】
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（単位：千円）

1
人と草を育む持続可能型ねむろ
酪農推進事業

2 ～ 6 農務課

地域を支える多様な担い手と人材の育成確保、根室の特色であ
る草地型酪農の一層の推進や気候反動などに対応した次世代
を見据えた酪農経営の確立、牛乳・乳製品の消費拡などに取り
組むことにより、根室の酪農の持続的発展に資する。

2 根室地域医療従事者確保事業 3 ～ 7 保健行政室

医療従事者が道内で最も少ない根室圏域における従事者確保
に向け、医療従事者を目指す若者が再び地元に戻ることができ
るような環境づくり・意識醸成といった取組について、地域全体
で検討・推進する。

3
根室管内新たな陸上養殖実証
事業

5 ～ 7 水産課

管内の各漁協、関連企業に対する魚類等養殖の啓発を目的
に、急な水温変化や流氷など自然環境に左右されない陸上試験
を実施するとともに、ウニなどの陸上養殖に必要となる餌の検討
を行う。

4
根室管内水産物鮮度保持向上・
普及事業

5 ～ 7 水産課

ロシア水域におけるさけ・ます流し網漁業の禁止やさんま棒受け
網漁業の不漁などにより、根室管内の漁業生産量が激減。　漁
業経営の安定化のため、水産物鮮度保持向上の取組を実施す
るとともに、取組状況を道内外へ発信し、魚価向上を図る。

5
海の見える化水中ドローン普及
推進事業

5 ～ 7 水産課

近年、沿岸環境の変化（高水温や赤潮の発生）による漁獲量の
減少に対応するため、水中ドローン等による沿岸域の把握が必
要となっていることから、管内漁協等を対象に体験講習会等を開
催し、人材の育成と普及を推進する。

6
地域の人たちをつなぐ「はぐくむ根
室」事業

5 ～ 7 地域政策課
地域活力の創出のため、交流・関係人口を拡大するとともに、地
域の人たちをつなぎ、みんなで行動し、根室地域をはぐくむこと
で次世代を見据えた地域づくりを進めていく。

ゼロカーボン根室の地域全体への取組拡大を目指し、基幹産業
である一次産業を分野を対象としたセミナーを開催することで、
理解促進や機運醸成を図るとともに、農林水産業におけるゼロ
カーボンにつながる取組の実証調査等を進める。

1,117 （200）

若者世代を対象としてゼロカーボンに関する学習機会等を提供
することにより、管内のゼロカーボン社会の中心となる人材の育
成につなげる。
【民間資金活用 357千円［大地コンサルタント株式会社］】

357 （357）

8
根室地域産エゾシカ肉「根室ディ
ア」消費促進事業

6 ～ 8 環境生活課

根室管内で年間約8,000頭捕獲されるエゾシカの有効活用を進
めるため、安全安心で美味しいエゾシカ肉を認知してもらい、一
般家庭におけるエゾシカ肉の消費を拡大するとともに、根室地域
産エゾシカ肉「根室ディア」の供給を拡大する。

9 「知床ねむろ」食と観光PR事業 6 ～ 8 商工労働観光課

新型コロナウイルス感染症収束後の観光回復と成長に弾みを付
けるため、観光客の受入体制整備や道内外でのプロモーション
を進めるほか、食の高付加価値化などによる知床ねむろ地域の
食の観光資源化について地域一体となって進めていく。

北方領土返還要求運動の中心地である根室地域において、領
土問題を確実に理解してもらう啓発活動の推進、及び次世代を
担う若い世代の意識高揚や啓発活動への参加意欲の拡大を図
り、返還要求運動の担い手を育成する。

949 （594）

返還要求運動を引き継ぐ後継者の育成として、根室管内の高校
生による啓発資材の制作等を通して北方領土返還要求運動に
関わりを持つ生徒の拡大や体験機会の充実を図る。
【民間資金活用 500千円［一般社団法人北海道富山会館］】

500 （500）
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令和6年度　地域政策推進事業一覧（根室振興局実施分）
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7 ゼロカーボンねむろ推進事業 6

担当課

環境生活課
(農務課・林務課・
水産課事業含む)

8 北方領土対策課10 次世代北方領土対策推進事業 6


